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、

浮

評
軸

剛
堅
射
影
國

聞
、
結
婚
式
に
つ
い
て

　
結
婚
式
が
そ
の
人
に
と
っ
て

一
生
の
う
ち
で
最
も
大
事
な
も

の
で
あ
る
事
は
今
更
申
す
ま
で

も
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
大
事
な
こ
と
が
や
～
も

す
る
と
親
の
虚
栄
や
世
間
体
か

ら
厳
粛
で
清
爽
で
あ
る
べ
き
結

婚
式
が
華
美
に
流
れ
、
簡
素
で

あ
る
べ
き
披
露
宴
が
飲
め
や
歌

え
の
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
と
化

し
、
身
分
不
相
応
の
結
婚
費
用

を
つ
か
っ
て
、
結
婚
式
の
終
っ

た
日
か
ら
青
息
吐
息
の
姿
と
化

し
、
一
家
経
済
の
基
盤
を
も
お

び
や
か
す
結
果
を
招
い
て
い
る

例
も
少
く
な
い
よ
う
で
あ
り
ま

す
。今
年
が
「
サ
ル
年
」
で
あ
る
こ

と
か
ら
昨
年
は
こ
と
の
外
結
婚

式
が
多
く
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
が

そ
の
結
婚
に
つ
か
っ
た
費
用
を

建
方
二
六
嫁
万
三
六
に
つ
い
て

調
べ
て
み
ま
し
た
結
果
に
よ
り

ま
で
と
最
高
は
十
五
万
を
越
え

平
均
五
万
円
近
く
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
多
く
は
肴
代

や
酒
代
に
消
費
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
り
ま
す
。

　
結
婚
式
の
費
用
を
飲
み
食
い

に
消
費
す
る
の
は
ま
こ
と
に
つ

ま
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
て
改
め
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
弊
風
で
あ
り
ま

す
。
過
去
の
結
婚
式
の
姿
で
あ

り
ま
す
。
今
後
は
新
夫
婦
の
将

来
の
生
盾
の
た
め
に
そ
の
費
用

は
投
ぜ
ら
れ
．
新
夫
婦
の
明
日

か
ら
の
生
活
に
役
立
つ
も
の
へ

っ
か
わ
れ
る
よ
う
に
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。　
奇
麗
な
結
婚
衣
裳
を
つ
け
て

み
て
も
そ
れ
は
そ
の
時
だ
け
の

見
栄
で
あ
り
ま
す
。
い
か
に
山

海
の
珍
味
を
な
ら
べ
た
披
露
宴

も
そ
れ
は
そ
の
時
だ
け
の
も
の

で
あ
っ
て
後
に
は
何
も
残
ら
な

い
の
で
す
。

　
結
婚
は
人
間
一
生
の
う
ち
最

高
の
出
発
点
で
あ
り
ま
す
。
結

婚
式
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、

又
自
分
の
結
婚
式
は
如
何
に
行

う
べ
き
か
は
、
新
郎
、
新
婦
と

な
る
べ
き
も
の
は
勿
論
、
親
も
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兄
姉
も
、
親
戚
も
、
知
友
も
村

人
も
み
ん
な
頁
剣
に
考
え
て
改

む
べ
き
は
改
め
、
廃
す
べ
き
こ

と
は
廃
し
て
農
村
ら
し
い
結
婚

式
や
披
露
宴
で
あ
る
よ
う
に
い

た
し
た
い
も
の
で
す
。

東
郷
村
文
化
祭

　
昭
和
二
十
三
年
の
秋
に
初
め

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
、
文
化

祭
も
今
年
は
第
九
回
目
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

間
村
民
各
位
の
御
協
力
に
よ
り

年
々
向
上
の
一
途
を
た
ど
っ
た

の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
年
は

更
に
充
実
し
た
文
化
祭
を
開
催

し
て
郷
土
の
振
興
に
資
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
村
民
各
位

の
御
協
力
を
切
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

O
本
館
文
化
祭

一
、
主
催
東
郷
村

　
　
　
　
東
郷
村
教
育
委
員
会

二
、
毛
質
　
昭
和
三
十
一
年
十

　
二
月
七
・
八
・
九
日
（
三
日

　
間
）

三
、
場
所
　
東
郷
小
学
校

四
、
事
業

　
1
、
学
童
作
品
展
、
一
般
手

　
　
芸
品
展

　
2
、
美
術
参
考
品
展

　
3
、
村
勢
郷
土
展

　
4
、
農
協
展

　
5
、
農
林
産
品
展

　
6
、
農
機
具
、
農
薬
展

　
7
、
生
活
改
善
展

　
8
、
生
花
展

　
9
、
衛
生
展

　
1
0
、
畜
産
展

　
1
1
、
写
真
展

1
2
、
青
年
室

　
1
3
、
文
化
班

　
1
4
、
競
技
大
会
、
排
球
、
卓
球

　
　
柔
道
、
剣
道
、
庭
球
、
駅

　
　
伝
（
中
学
校
を
含
む
）
囲

　
　
碁
、
珠
算
（
学
童
、
青

　
　
年
一
般
）
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
（
小
学
校
）

五
、
行
事
日
程

　
〇
七
日
　
午
前
中
出
品
受
付

　
　
　
　
　
午
後
陳
列
審
査

　
○
八
日
　
午
前
九
時
開
展

　
　
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
ソ

　
　
フ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
排

　
　
球
、
柔
道
、
囲
碁
、
珠
算

　
　
競
技

　
〇
九
日

　
　
午
前
九
時
よ
り
駅
伝
、
剣

　
　
道
、
庭
球
、
畜
産
展

　
　
午
後
一
時
よ
り
軽
音
楽

　
　
会
、
表
彰
式

　
　
午
後
四
時
閉
三

六
、
表
彰

　
分
館
は
個
人
表
彰
と
し
本
館

　
は
団
体
表
彰
と
す
る
。

七
、
農
林
産
品
（
加
工
品
を
含

　
む
）
展
の
出
品
種
目
並
に
数

　
量
　
主
作
物

　
　
俵
米
（
本
館
は
一
升
、
分

　
　
館
は
一
俵
）
甘
藷
（
一
蔓
）

　
跳
　
菜

　
　
大
根
、
白
菜
類
（
三
株
）

　
　
里
芋
（
一
株
）
、
ご
ぼ

　
　
う
、
人
蓼
（
各
五
本
）
、

　
　
ね
ぎ
（
一
髪
、
廻
り
約
一

　
　
尺
）
、
馬
鈴
薯
（
一
貫
）

　
　
ほ
う
れ
ん
草
（
一
戦
）

雑
　
穀

　
　
豆
類
（
一
升
）
、
と
う
き

　
　
び
（
三
穂
）
、
粟
、
そ
ば

　
　
（
各
一
升
）
落
花
生
（
一

　
　
升
）

果
樹
類

　
　
み
か
ん
、
柿
（
各
五
個
）

　
　
栗
（
五
合
目

山
産
物

　
椎
茸
（
百
匁
）
、
　
木
炭

　
　
（
一
心
）

農
産
加
工

安藤印刷所
電話64番

　
　
茶
（
五
〇
匁
）
、
み
そ

　
　
（
百
匁
）
、
醤
油
（
二
合
）

　
　
こ
う
じ
（
二
合
）
、
各
説

　
　
明
書
添
付
の
こ
と

　
藁
工
品

　
　
莚
（
一
枚
）
、
そ
ら
く
ち

　
　
（
一
荷
）
、
縄
（
手
な
わ

　
　
翫
ば
ん
、
機
械
一
丸
）
か

　
　
ま
す
、
炭
俵
（
各
一
枚
）

　
　
く
ら
し
た
、
か
さ
（
自
門

　
　
個
）
草
履
（
一
足
）

　
そ
の
他

　
　
（
竹
工
品
、
木
工
品
）

八
、
出
品
物
に
つ
い
て
の
注
意

　
事
項

　
1
、
品
名
、
部
落
名
、
出
品

　
　
者
氏
名
の
札
を
つ
け
る
こ

　
　
と

　
2
、
売
品
、
非
売
品
、
参
考

　
　
品
の
別
を
明
記
の
こ
と
。

　
3
、
出
品
物
の
包
装
は
厳
に

　
　
す
る
こ
と
。

　
4
、
出
品
物
は
各
公
民
館
で

　
　
ま
と
め
て
搬
入
の
こ
と
。

○
分
館
文
化
祭

－
葉
理
当
な
期
噸

　
2
、
事
業
等
に
つ
い
て
は
本

　
　
館
文
化
祭
に
準
じ
て
行

　
　
，
つ
。

、
挿

騨
昌
一
一
＝
一
幽
3
8
一
一
＝
3
3
＝
二
階
＝
富
＝
一
8
一
脚
一
一
＝
一
＝
ε
一
一
一
＝
屋
3
3
一
冒
＝
＝
＝
3
一
一
＝
一
3
一
一
●
三
四

…
衛
生
だ
よ
リ
　
…

醤
昌
一
＝
＝
・
＝
＝
＝
■
＝
＝
一
＝
＝
＝
「
一
＝
藺
O
＝
一
＝
一
＝
一
■
＝
＝
葡
＝
＝
一
＝
脚
＝
＝
3
一
＝
一
一
＝
一
＝
＝
一
3
一
〇
8
巨

匠
、
ジ
フ
テ
リ
ヤ
・

　
百
日
せ
き
予
防
注

　
射
の
完
全
実
施
に

　
つ
い
て

本
年
に
お
け
る
ジ
フ
テ
リ
ヤ
、

百
日
せ
き
の
発
生
は
現
在
既
に

昨
年
同
朗
に
比
べ
て
約
三
割
増

の
愚
者
の
発
生
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
が
本
年
も
今
冬
か
ら
来

春
ま
で
の
流
行
期
に
お
い
て
全

国
的
に
ジ
フ
テ
リ
ヤ
の
多
発
が

予
想
さ
れ
る
の
で
村
に
お
い

て
只
今
ジ
フ
テ
リ
ヤ
、
百
日
せ

き
、
の
予
防
接
種
を
行
っ
て
居

り
ま
す
。
進
ん
で
予
防
に
努
め

ま
し
よ
・
つ
。

　
　
　
記

一
、
定
職
予
防
注
射
を
行
は
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
者

ジ
フ
テ
リ
ヤ

　
一
、
生
後
六
カ
月
以
上
満
二

　
　
才
迄
の
初
回
免
疫
者
（
第

　
　
一
期
）
注
射
三
回

　
2
、
小
学
校
入
学
前
の
幼
児

　
　
（
第
二
期
）
注
射
一
回

　
3
、
小
学
在
学
中
の
六
年
生

　
　
（
第
三
期
）
注
射
一
回

百
日
せ
き

　
一
、
生
後
三
カ
月
以
上
満
二

　
　
才
迄
の
初
回
免
疫
者

　
　
注
射
三
回

以
上
述
べ
た
者
は
必
ら
ず
注
射

す
る
よ
う
に
致
し
ま
し
よ
う
。

昨
年
迄
実
施
し
た
全
国
ジ
フ
テ

リ
ヤ
免
疫
状
況
調
査
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
丑
才

以
下
の
年
令
層
に
お
い
て
免
疫

者
が
、
か
な
り
低
い
こ
と
か
ら

一
当
轟
一
§

暴騰

、

み
て
、
第
一
期
、
第
二
期
定
期

予
防
接
種
該
当
の
中
間
の
年
令

層
の
初
じ
め
て
の
者
は
免
疫
効

果
の
向
上
を
は
か
る
た
め
完
全

に
三
回
完
了
す
る
よ
う
、
お
励

め
し
ま
す
。

二
、
冬
越
し
す
る
蚊
、

　
ハ
エ
を
な
く
し
ま

　
し
よ
う

蚊
と
ハ
エ
が
私
達
の
健
康
を
お

び
や
か
し
、
仕
事
の
能
率
を
さ

ま
た
げ
る
、
わ
ず
ら
わ
し
い
も

の
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
考
え

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
害
虫
を
駆

除
し
て
健
康
で
住
み
よ
い
町
や

村
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
運
動
が

全
国
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

県
に
お
い
て
も
新
生
活
運
動
の

実
践
項
目
の
一
つ
と
し
て
、

「
蚊
と
ハ
エ
の
い
な
い
二
丁
」
の

運
動
を
と
り
あ
げ
県
民
一
体
と

な
り
こ
れ
が
推
進
に
努
め
て
来

ま
し
た
が
村
に
お
き
ま
し
て
も

こ
れ
に
即
応
し
て
十
月
二
十
五

日
号
り
十
一
月
二
十
日
ま
で
の

間
を
秋
の
大
清
掃
期
間
と
定
め

ま
し
た
。
各
種
な
方
法
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
左
記
事
項
に

つ
き
各
自
の
御
注
意
を
願
い
今

回
の
大
清
掃
を
機
に
村
の
美
化

に
努
め
た
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。　
　
　
記

一
、
各
家
の
周
囲
の
ゴ
ミ
捨
場

　
を
出
来
る
限
り
二
、
三
戸
共

同
し
て
定
位
置
を
定
め
焼
却

　
場
を
設
け
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
§
藝

村
祭
リ
に
つ
い
て

東
郷
村
公
民
館

東
郷
村
婦
人
連
絡
協
議
会

東
郷
村
青
年
連
絡
協
議
会

お
祭
り
に
は
お
客
の
招
待
は

や
め
ま
し
よ
う

二
、
内
祭
り
は
簡
素
に
お
宮
の
賑

い
を
盛
ん
に
し
ま
し
よ
う

三
、
余
興
は
農
村
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
と
し
経
費
の
節
約
に
つ
と

め
ま
し
よ
う

汽
ノ
㌦
，
・
覧
，
ε
3
㌧
ノ
㌔
　
　
㌔
…
ノ
㌔
・
・
ら
ノ
じ
ξ
㌦
9
ε
3
・
塾
8
．
㌔
の
・
亀
9
竃
・
o
・
｝
亀
・
∂
・
3
●
㌔
ξ
覧
σ
．
・
・
ご
薯
、
・
o
・
・
ノ
㌔
ρ
、
ノ
嘔
8
日
目
㌔
σ
、
8
覧
’
、
θ
。
・
曜
　
’

唱
紅
葉
の
歌
　

牧
水
晒

一
階
川
の
真
白
川
原
に
わ
れ
等
み
て
う
ち
た
た
へ
た
り
山
の
紅
葉
を
　
｝

｝
神
無
月
ま
だ
散
り
そ
め
ぬ
も
み
ち
葉
の
あ
ま
ね
き
山
の
か
な
し
か
　
甫

（
　
り
ナ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

陶
も
み
ち
葉
の
い
ま
照
り
に
ほ
ふ
秋
山
の
澄
み
ぬ
る
姿
さ
び
し
と
そ
　
｝

）
見
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植

ψ
見
お
ろ
せ
ば
迫
り
て
深
き
山
峡
の
か
げ
り
つ
め
た
き
森
の
も
み
ち
（

凸
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

．
ノ
㌦
．
亀
，
o
㌦
●
。
・
；
㌦
ノ
も
；
㌦
。
亀
．
・
6
：
曜
6
．
8
3
亀
．
8
．
9
・
・
．
ξ
3
覧
●
9
㍉
の
・
・
♂
・
3
唖
ら
。
9
、
9
、
・
ξ
・
o
・
・
．
ε
・
ρ
o
◎
ノ
㌔
o
●
・
ノ
㌔
σ
．
●
ノ
㌦
’
～
ε
・
．
．
ら
。
；
・
∂
、
8
ε
、

二
、
周
囲
の
下
水
の
掃
除
で
汚

　
水
溜
を
徹
底
的
に
除
去
す

　
る
。

三
、
農
家
に
あ
っ
て
は
、
不
熟

　
堆
肥
、
引
出
肥
を
適
度
に
切

　
返
し
、
ハ
エ
の
幼
虫
、
蠕
の

　
駆
除
を
す
る
。

四
、
湿
気
の
あ
る
と
こ
ろ
は
成

　
る
可
く
通
風
を
良
く
し
乾
燥

　
さ
せ
る
。

ヨ
ボ
蚊
は
ボ
ー
フ
ラ
の
ま
～
冬

　
越
し
を
し
ま
す
の
で
墓
地
の

　
花
筒
に
砂
を
入
れ
又
家
の
周

　
り
の
竹
の
切
株
等
は
出
来
る

　
限
り
切
割
る
様
に
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
極
め
て
容
易
に
蚊
、
ハ
エ

の
発
生
源
が
除
去
さ
れ
た
り
完

全
に
防
止
で
き
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
又
改
善
補
修
し
て
も
、

な
お
薬
剤
に
て
幼
虫
の
駆
除
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
が
あ

り
ま
す
の
で
、
各
区
長
さ
ん
の

家
へ
薬
剤
を
役
場
よ
り
配
布
す

る
こ
と
に
し
て
あ
り
ま
す
か
ら

区
長
さ
ん
を
中
心
に
、
そ
の
計

画
を
去
て
徹
底
し
た
駆
除
に
努

め
常
時
環
境
を
明
る
く
す
る
よ

う
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
努
め
ま

し
よ
う
。

．
．
三
門
塗
唱
▲
臨
画
言
壼
局
・
一
一
昌
＝
一
・
垂
。
＆
昌
昌
言
壼
三
一
昌
言
一
、

派
出
所
だ
よ
り

畠
昌
言
冒
」
藍
ぞ
．
昌
§
言
き
三
昌
一
冒
き
・
・
畠
用
冒
冒
L
～
昌
5
留
》

　
交
通
規
則
が
変
り

　
ま
し
た

　
宮
崎
県
道
路
交
通
取
締
法
施

行
規
則
の
一
部
が
、
九
月
二
十

一
日
付
で
次
の
よ
う
に
改
正
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
よ
く
守
っ

て
い
た
だ
き
違
反
を
し
た
り
、

交
通
事
故
を
起
し
て
不
慮
の
災

害
を
こ
う
む
ら
ぬ
よ
う
、
お
互

に
十
分
注
意
し
ま
し
よ
う
。

一
部
改
正
の
要
点
は

◎
蓮
転
瞬
の
蓮
守
事
項

　
と
し
て

e
自
動
車
お
よ
び
原
動
機
付
自

　
転
車
の
運
転
者
は
、
眼
帯
を

　
か
け
、
木
履
を
は
き
、
ま
た

　
和
服
を
着
用
し
て
運
転
し
て

　
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

　
し
た
。

　
眼
帯
を
か
け
て
い
る
と
前
方

　
や
側
回
の
視
界
が
さ
え
ぎ
ら

　
れ
運
転
に
支
障
が
あ
る
か
ら

　
で
す
。

　
下
駄
を
は
い
て
い
る
と
プ
レ

　
ー
キ
を
踏
ん
だ
り
ア
ク
セ
ル

　
を
踏
ん
だ
り
す
る
と
き
完
全

　
に
踏
み
切
る
こ
と
が
で
き
ず

　
重
大
な
事
故
を
起
す
事
例
も

　
あ
る
の
で
禁
止
さ
れ
た
の
で

　
す
。

　
和
服
が
い
け
な
い
こ
と
に
な

　
つ
た
の
も
運
転
に
支
障
が
あ

　
る
か
ら
で
す
。

⇔
自
動
二
輪
車
、
軽
自
動
車

　
（
車
室
に
あ
る
も
の
を
除

　
く
）
お
よ
び
原
動
機
付
自
転

　
車
の
運
転
者
は
後
部
座
席
に

　
人
を
横
掛
け
に
乗
車
さ
せ
て

　
運
転
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
四
月
自
動
二
輪
車
に
女

　
を
横
掛
け
さ
せ
て
運
転
進
行

　
中
、
交
叉
点
で
ふ
り
落
さ
れ

　
重
傷
を
負
っ
た
事
故
が
発
生

　
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事

　
故
は
本
年
は
す
で
に
九
件
発

　
生
し
て
い
ま
す
。

◎
乗
車
の
制
限
に
つ
い

　
　
て

e
第
一
種
原
動
機
付
自
転
車
は

　
人
を
乗
車
さ
せ
て
運
転
し
て

　
は
な
ら
な
い
、
た
ゴ
し
相
当

　
の
座
席
を
設
け
七
才
以
下
の

　
者
を
乗
車
さ
せ
る
こ
と
は
許

　
さ
れ
て
い
ま
す
。

⇔
前
項
の
諸
車
に
は
重
量
六
十

　
キ
ロ
（
約
十
六
貫
）
　
（
積
荷

　
す
る
た
め
特
別
の
構
造
を
有

　
す
る
自
転
車
は
九
十
キ
ロ

　
（
約
二
十
四
貫
）
以
上
、
幅

　
○
、
八
メ
ー
ト
ル
以
上
、
長

　
さ
三
メ
ー
ト
ル
以
上
ま
た
は

　
高
き
一
、
五
メ
ー
ト
ル
以
上

　
の
も
の
を
積
載
し
、
も
し
く

　
は
所
持
し
て
乗
車
し
て
は
な

　
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

◎
道
路
に
お
け
る
禁
止

　
行
為
に
つ
・
い
て

e
曲
り
角
ま
た
は
交
叉
点
附
近

　
の
視
界
を
妨
げ
る
よ
う
な
看

　
板
類
を
立
掛
け
た
り
、
ま
た

　
は
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
ま

　
せ
ん
。

⇔
道
略
に
禺
巾
○
、
二
五
メ
ー

　
ト
ル
以
上
、
高
さ
地
上
四
メ

　
ー
ト
ル
以
内
に
看
板
の
類
を

　
設
置
し
、
も
し
く
は
掲
示
す

　
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
ゴ

　
し
交
通
の
危
険
の
お
そ
れ
の

　
な
い
場
合
は
よ
い
こ
と
に
な

　
り
ま
し
た
。

◎
鍾
路
の
隔
時
使
用
に

　
　
つ
い
て

e
道
路
を
一
時
使
用
す
る
場
合

　
は
許
可
を
要
し
ま
す
。
祭
典

　
縁
日
、
売
出
し
、
興
行
、
そ

　
の
他
催
物
の
た
め
道
路
に
、

　
の
ぼ
り
、
横
断
幕
そ
の
他
飾

　
り
も
の
を
設
け
、
ま
た
は
一

時
道
路
を
使
用
す
る
と
き
は

手
数
料
を
納
入
し
て
警
察
署

　
長
の
許
可
を
う
け
な
け
れ
ば

　
な
り
ま
せ
ん
。

教
育
委
員
会
便
り

十
一
月
一
日
付
で
村
内
の
校
長

先
生
方
の
異
動
が
次
の
よ
う
に

あ
り
ま
し
た
。

○
越
表
小
学
校
長
、
安
藤
立
志

　
先
生
が
西
郷
村
立
西
郷
東
中

　
学
校
長
へ

○
東
郷
小
学
校
教
頭
、
有
好
喜

　
一
先
生
が
諸
塚
村
立
家
代
小

学
校
長
へ

O
越
表
小
学
校
長
に
は
北
郷
小

学
校
教
頭
渡
辺
元
水
先
生
が

お
出
に
な
り
ま
し
た
。

都
甲
東
小
校
長
、
河
野
東
山

学
校
長
、
安
藤
越
小
校
長
が

十
一
月
三
日
、
「
文
化
の

日
」
に
県
教
育
委
員
会
か
ら

教
育
功
労
者
と
し
て
表
彰
を

う
け
ら
れ
ま
し
た
。

一
言
の
土

◇
毎
年
十
一
月
の
下
旬
か
ら
十

　
ご
月
の
上
旬
に
か
け
て
各
部

　
落
と
も
公
民
館
主
催
で
文
化

　
祭
が
開
か
れ
る
。
本
村
の
文

　
化
祭
は
昭
和
二
十
三
年
の
秋

　
か
ら
毎
年
つ
ゴ
け
て
開
い
て

　
い
る
の
で
今
年
は
九
回
目
で

　
あ
る
。

　
各
分
館
の
昨
年
ま
で
の
状
況

　
を
見
る
と
、
年
々
充
実
の
一

　
途
を
た
ど
っ
て
い
る
分
館
も

　
あ
れ
ば
、
数
年
来
現
状
維
持

　
で
何
等
創
意
工
夫
の
跡
の
み

　
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
中

　
に
は
こ
こ
数
年
間
交
化
祭
を

　
行
わ
な
い
分
館
も
あ
る
。

◇
何
事
に
限
ら
ず
「
進
歩
の
な

　
い
行
事
」
、
「
実
行
出
来
な
い

　
行
事
」
、
は
大
低
の
場
合
、

　
そ
の
指
導
者
や
役
職
員
に
熱

　
意
が
な
い
か
、
一
般
部
落
民

　
の
協
力
が
無
い
か
で
あ
る
。

　
文
化
祭
の
よ
う
な
大
行
事
は

　
一
部
の
指
導
者
や
、
公
民
館

　
の
役
職
員
だ
け
で
は
到
底
経

　
営
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。

　
全
部
落
民
が
進
ん
で
協
力
す

　
る
時
初
め
て
そ
の
成
果
は
挙

　
る
の
で
あ
る
。

◇
「
う
ち
に
は
出
品
す
る
も
の

　
が
な
い
」
と
い
う
人
が
い

　
る
。
色
々
な
展
示
会
に
出
品

　
す
る
の
は
何
も
入
選
が
主
目

　
的
で
は
な
い
「
自
分
の
作
つ

　
た
も
の
」
と
「
他
人
の
作
っ
た

　
も
の
」
を
一
堂
に
な
ら
べ
お

　
互
に
批
較
検
討
し
て
こ
れ
ら

　
の
も
の
の
向
上
に
資
す
る
こ

　
と
が
出
品
の
主
目
的
で
あ
る

◇
文
化
の
向
上
は
経
済
の
振
興

　
に
待
つ
と
こ
ろ
が
多
い
。
農

　
村
文
化
の
一
面
を
担
っ
て
い

　
る
、
農
林
産
品
や
そ
の
加
工

　
品
、
或
は
生
活
改
善
の
資
料

　
な
ど
を
率
先
し
て
展
示
す
る

　
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ

　
る
。
何
も
ミ
シ
ン
を
使
っ
た

　
り
電
気
洗
濯
機
を
使
用
す
る

　
こ
と
の
み
が
農
村
生
活
乃
至

　
は
農
村
文
化
の
向
上
と
考
え

　
る
こ
と
は
大
き
な
誤
り
で
あ

　
る
。

、
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農
山
漁
村
振
興
計
書
指
定
に
つ
い
て

農
林
省
に
於
て
本
年
度
新
し
く

企
画
き
れ
た
農
山
漁
村
振
興
計

画
町
村
と
し
て
本
村
が
指
定
を

受
け
て
五
力
年
計
画
を
以
て
新

農
村
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り

特
に
本
年
度
と
来
年
度
は
特
別

助
成
地
区
と
し
て
特
別
助
成
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
そ
の
概
況
を
述
べ
て

村
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
御
奮

起
を
御
願
致
し
ま
す
。

一
、
本
村
の
概
況
及

　
び
特
質

1
、
気
象
の
状
況

　
気
候
は
極
め
て
温
暖
で
年
平

　
均
気
温
は
一
五
・
八
度
C
・
で

　
あ
っ
て
降
水
量
は
二
、
九
九

　
〇
m
m
に
達
し
特
に
五
、
六
、

　
七
、
八
、
九
の
五
カ
月
間
に
全

　
降
雨
量
の
七
〇
％
二
、
〇
三

　
三
m
m
余
が
降
り
豪
雨
の
型

　
を
取
る
こ
と
が
多
い
。
冬
期

　
は
降
水
量
が
極
め
て
少
い
。

2
、
人
　
口

　
本
村
の
総
戸
数
は
二
、
〇
四

　
七
戸
、
人
口
一
一
、
〇
九
二
人

　
で
人
口
密
度
は
一
平
方
一
当

　
五
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
農

　
家
戸
数
は
一
、
三
八
一
戸
町
、

　
一
六
二
人
で
全
戸
数
の
六

　
七
、
五
％
を
占
め
、
林
業
家

　
は
一
一
五
戸
、
一
七
五
人
で

　
五
、
六
％
に
当
り
農
林
業
に

　
従
事
す
る
も
の
が
七
三
、
一

　
％
に
達
し
農
林
業
が
本
村
内

　
産
業
に
占
め
る
比
重
は
極
め

　
て
大
き
い
。

3
、
土
　
地

　
本
村
は
総
面
積
二
一
、
九
〇

　
〇
町
歩
の
内
山
林
原
野
が
八

　
八
、
八
五
一
町
歩
で
総
面
積

　
の
八
六
％
を
占
め
、
水
田
五

　
八
三
町
歩
、
畑
三
六
八
町
歩

　
の
耕
地
を
有
し
総
面
積
に
対

　
し
四
％
に
過
ぎ
ず
、
比
較
的

　
耕
地
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
。

　
土
質
は
概
ね
第
四
紀
新
層
と

　
第
四
紀
古
層
又
は
壌
土
に

　
属
し
、
水
田
は
老
朽
化
水
田

　
が
多
く
、
畑
地
は
六
乃
至
五
、

　
五
P
H
の
強
酸
性
土
壌
が
多

　
い
の
で
こ
れ
の
喬
正
が
必
要

　
で
あ
る
。

4
、
産
　
業

　
農
林
業
は
本
村
に
於
け
る
産

　
業
経
済
の
大
宗
を
な
し
て
お

　
り
年
生
産
額
は
水
陸
稲
、
麦

　
類
、
甘
藷
等
の
耕
種
農
業
の

　
一
七
三
、
二
九
万
円
が
最
も

　
多
く
。
用
材
、
木
炭
、
椎
茸

等
を
主
軸
と
す
る
林
産
物
が

　
七
四
、
五
〇
万
で
こ
れ
に
次

ぎ
特
に
本
村
産
業
の
重
要
な

地
位
を
占
め
て
い
る
。
畜
産

　
は
牛
、
豚
等
を
主
と
し
て

　
一
四
、
三
五
万
円
、
産
繭
は

　
二
、
二
七
万
円
と
な
っ
て
お

り
い
つ
れ
も
生
産
の
増
強
と

　
優
良
種
の
普
及
が
必
要
で
あ

　
る
。

5
、
交
　
通

本
村
の
中
央
を
耳
川
に
沿
つ

　
て
県
道
人
吉
～
日
向
線
が
東

　
か
ら
西
に
貫
通
し
て
椎
葉
村

　
に
通
じ
坪
谷
川
に
沿
っ
て
県

　
道
二
軒
橋
、
細
島
港
線
が
山

陰
で
分
岐
し
て
南
郷
村
に
通

　
じ
バ
ス
も
早
朝
よ
り
初
夜
に

　
か
け
て
一
日
五
〇
往
復
を
運

　
擁
し
、
ト
ラ
ッ
ク
の
通
行
は

　
平
均
三
〇
〇
往
復
を
越
え
至

　
極
便
利
で
あ
る
が
県
道
を
距

　
る
に
従
い
交
通
は
不
便
と
な

り
山
林
資
源
の
蓄
積
さ
れ
て

　
い
る
奥
地
の
交
通
は
誠
に
不

　
便
で
あ
る
。

6
、
農
林
漁
業
の
特
色

　
ω
農
業

　
　
農
業
は
本
村
産
業
経
済

　
　
の
大
宗
を
な
し
て
い
る

　
　
が
四
囲
山
を
以
て
廻
ら
し

　
　
耕
地
面
積
が
少
く
、
五
八

　
　
三
町
歩
の
水
田
中
二
毛
作

　
　
田
は
二
九
二
町
歩
五
〇
％

　
　
に
し
て
残
り
二
九
一
町
歩

　
　
は
生
産
力
の
低
い
冷
湿
田

　
　
で
あ
り
平
均
耕
作
面
積
は

　
　
四
反
歩
で
こ
の
申
に
老
朽

　
　
化
水
田
が
相
当
含
ま
れ
て

　
　
い
る
。
畑
地
は
普
通
畑
三

　
　
一
二
町
歩
と
樹
園
地
四
七

　
　
町
歩
合
計
三
六
八
町
歩
で

　
　
あ
る
が
第
四
紀
古
層
に
属

　
　
し
酸
性
反
応
を
呈
す
る
瘡

　
　
薄
な
土
壊
が
多
く
平
均
耕

　
　
作
面
積
は
二
反
五
畝
で
あ

　
　
つ
て
田
畑
合
計
六
反
五
畝

　
　
に
過
ぎ
な
い
の
で
山
林
収

　
　
入
に
依
在
す
る
農
家
が
多

　
　
い
。

経
営
規
模
別
農
家
戸
数

模

毘
　
～
＝
［
反
～
…
竃
反
～
＝
町
～

　
且
反

　
　
　
　
呂
反

　
　
　
　
　
　
　
　
一
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
町
竃
反

一
町
風
反
＝
一
町
～

～
二
町
　
　
三
町

戸
数
　
二
塁
戸
一

三
〇
　
　
六
天
．
　
　
一
を

四
六

＝：

五
反
歩
未
満
の
小
農
が
三
七
％
五
一
五
戸
を
占
め
て
い
る
。

　
業
態
別
農
家
戸
数

割 戸 種

．食 数
■ 別

総
「
一

δ 乗 　

易 芦 数

専

．i蓑．
皿垂 茎一

六
全

兼第

@一
ﾆ種

。 竃

兼第

二

茜
諾 業種

兼
業
農
家
が
茜
％
を
占
め
て
い
る
。

自
小
作
別
農
家
戸
数

割 戸 作自
合 別小

六
発
自

勇
一 芦 作

小自
軍

記 菱 作兼

自小
作

六
作

三 沁

小

二
夫
作

て
二

三 塁

耕
地
は
耳
川
、
小
丸
川
及
び
そ

の
支
流
の
流
域
に
散
在
し
て
い

る
が
耳
川
及
小
丸
川
本
流
か
ら

灌
概
水
を
得
て
い
る
も
の
は
な

く
坪
谷
川
を
初
め
各
支
流
に
水

源
を
求
め
て
い
る
の
で
水
源
が

近
い
た
め
冷
涼
清
澄
で
水
質
は

良
好
で
あ
る
が
硅
酸
、
カ
ル
シ

ュ
ウ
ム
、
加
里
等
の
養
分
の
含

有
量
は
少
な
い
。

河
水
一
立
中
の
養
分
含
有
量

繭
一
二
、

八
粍
　
　
二
、

灌
概
用
水
と
し
て
は
他
の
水
系

に
劣
う
急
峻
な
山
岳
か
ら
直
接

急
激
に
流
下
す
る
の
で
水
量
の

増
減
が
甚
だ
し
く
降
雨
に
よ
る

増
水
が
急
激
で
洪
水
禍
を
被
る

こ
と
が
多
い
。

　
同
意
　
業

　
　
山
林
は
総
面
積
の
九
五
％

　
　
を
占
め
一
八
、
八
五
一
町

　
　
歩
に
及
び
そ
の
生
産
額
は

経
営
規
模
別
林
業

七
四
、
五
〇
万
円
に
達
し

農
業
と
主
位
っ
て
重
要
な

地
位
を
占
め
年
々
二
〇
〇

町
歩
余
が
植
林
さ
れ
て
い

る
が
そ
の
所
有
は
甚
だ
し

く
偏
在
し
て
お
り
五
町
歩

未
満
の
小
経
営
者
は
八
七

一
名
で
一
、
二
六
三
町
歩

余
の
経
営
で
あ
る
か
ら
人

員
に
於
て
山
林
経
営
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
面
積

六
七
％
面
積
に
於
て
七
％

弱
と
な
り
五
町
歩
以
上
の

経
営
者
四
三
四
名
一
五
、

七
六
八
町
歩
余
を
経
営
し

人
員
に
旅
て
三
三
％
面
積

に
於
て
は
九
三
％
を
経
営

し
て
い
る
が
専
業
者
は
少
幽

く
大
部
分
は
兼
業
経
宮
と

な
っ
て
い
る
。

卜
書
塑
、
誹
＝
。
評
嵩
評
＝
。
訴
講
剛
二
磨
埆
計

長
骨
＾
査

塁
三
・
え
・
ミ
　
　
二
…
蚕

面
璽
茎
町
…

豊
真
言
三
ゑ
・
詣
マ
更
董

鯖
一
壷

蕃
昌
置
皇
藝
差
「
六
・
・
『
三

備考除国有林

平
均
経
営
面
積
は
＝
二
町
余
と
な
り
平
均
以
下
の
経
営
者
が
九
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

魑 二月
ム．9一一． ．積．．有

δ
O
％
…

奏
邑
．
町

総
面
置

丙
民
有

起
誉 林

イ㍉＿ ．三一

公
『 有

言 禿 替
国

「 有

七
一

§ 観
官

行

三
異 造桃

一

含採草地 備考

　
所
有
別
森
林
面
積

一
四
、
六
三
二
町
歩
に
達
す
る
民
有
林
の
経
営
の
合
理
化
を

計
る
こ
と
が
重
要
な
点
で
あ
る

林
相
別
森
林
面
積

剤 面 区

合 積 分
一

諺

二、

n
き
町

樹
林
葉

一　一　一 一

三
樹広

尖
、
里
三

混金

交

。
1 林広

老
の

一〇．
全　h 塾

茜
合民

、

ぎ 套 計林

…
用
材
と
し
て
の
針
葉
樹
林
は
民

…
有
林
の
一
四
％
に
過
ぎ
ず
殆
ん

一
ど
が
薪
炭
原
木
と
し
て
の
広
葉

…
樹
林
を
以
て
占
め
て
い
る
。

　
㈲
水
産

㎝
　
漁
業
は
耳
川
及
小
丸
川
本

一　
　
流
及
び
支
流
に
於
け
る
淡

　
　
水
漁
業
で
漁
獲
は
夏
期
に

於
け
る
。
鮎
、
鰻
等
の
漁

獲
で
副
業
又
は
趣
味
と
し

て
の
漁
獲
で
専
業
者
は
い

な
い
。
電
源
開
発
に
よ
り

乱
丁
の
さ
く
上
は
年
々
減

少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る

（
以
下
次
号
に
つ
づ
く
）

＝一

ﾟ
≡
＝
≡
一
≡
≡
≡
＝
≡
＝
一
蓋
一
§
≡
§
竃
＝
竃
一
琵
一
一
≡
§
＝
＝
§
＝
≡
一
一
冒
一
二
≡
一
≡
3
＝
一
一
一
≡
≡
＝
…
≡
＝
≡
一
一
一
≡
一
＝
一
≡
一
一
≡
冨
一
一
一
一
≡
≡
二
一
≡
一
差

土
は
生
き
て
い

「
同
じ
性
質
の
相
手
と
は
仲
良

く
な
れ
な
い
」
私
は
、
学
生
時

代
に
、
こ
ん
な
話
を
聞
い
た
事

を
お
ぼ
え
て
居
り
ま
す
。

　
人
も
す
き
ず
き
水
仙
の

　
　
　
花
よ
り
き
れ
い
な

　
　
　
　
花
子
さ
ん

　
あ
ま
り
良
い
歌
で
は
な
い
け

ど
、
こ
ん
な
歌
が
一
頃
流
行
し

ま
し
た
。

　
男
・
女
。
人
間
の
中
に
こ
の

二
通
り
の
性
の
違
い
が
あ
り
、

大
凡
の
男
は
女
を
愛
し
、
大
凡

の
女
は
男
を
慕
う
。
時
に
は
男

が
男
を
愛
し
、
女
が
女
を
愛
す

る
、
併
し
世
の
中
は
こ
れ
を
認

め
ま
せ
ん
。

　
即
ち
男
性
と
男
性
・
女
性
と

女
性
は
く
つ
つ
か
な
い
が
、
男

性
と
女
性
は
大
変
仲
良
く
な

り
、
そ
し
て
夫
婦
が
生
れ
ま

す
。　
世
の
中
の
打
て
い
の
も
の

が
、
こ
の
二
つ
の
性
に
別
れ
て

居
ゆ
ぺ
そ
し
て
そ
の
二
つ
の
性

　
　
q

る

が
噛
し
よ
に
な
っ
て
一
つ
の
物

に
な
る
場
合
が
多
い
様
で
す
、

　
ア
ル
カ
リ
と
酸
。
陰
と
陽
。

等
と
言
う
違
い
が
こ
れ
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

「
こ
こ
に
有
る
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
．

ヤ
、
こ
の
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
を

二
つ
に
分
け
て
御
覧
に
入
れ
ま
．

す
」　
口
上
宜
敷
く
こ
れ
に
石
灰
を
［

加
え
る
、
す
ぐ
に
ア
ン
モ
ニ
ア

が
離
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
皆

様
百
も
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
．

す
。　
硫
酸
と
言
う
男
は
、
一
人
も
｝

の
で
し
た
、
い
っ
か
相
手
を
探

し
て
身
を
固
め
様
と
思
っ
て
居

り
ま
せ
ん
。

　
或
る
日
工
場
と
言
う
仲
人
が

来
て
一
つ
ア
ン
モ
ニ
ア
と
結
婚
．

し
な
い
か
と
す
す
め
ま
し
た
。

　
こ
う
言
っ
て
断
る
と
、

一
「
何
を
言
う
誰
と
で
も
結
婚
し

一
な
い
と
一
生
一
人
者
で
暮
さ
に

一
や
な
ら
ん
ぞ
明
日
結
婚
式
を
あ

…
げ
る
か
ら
ネ
」

…
無
理
に
工
場
は
ア
ン
モ
ニ
や

皿
と
則
し
よ
に
し
て
し
ま
い
ま
し

だ
・　
「
こ
う
し
て
硫
安
家
が
生
れ
た

一
訳
で
す
」

　
と
こ
ろ
が
硫
酸
と
言
う
男
は

「
キ
ラ
イ
な
女
ア
ン
モ
ニ
ア
と
冒

し
よ
に
な
っ
た
の
で
す
か
ら
、

ど
う
も
承
知
が
出
来
ま
せ
ん
。

一
つ
良
い
相
手
が
居
た
ら
ア
ン

　
モ
ニ
ア
の
奴
追
い
出
し
て
や
ろ

…
う
と
思
っ
て
居
ま
し
た
。

一　
そ
こ
え
色
の
白
い
石
灰
と
言

一
う
女
が
や
っ
て
来
た
か
ら
た
ま

り
ま
せ
ん
、
た
だ
ち
に
硫
酸
と

ま
し
た
が
ζ
つ
に
も
相
手
が
有
轟
つ
男
は
「
ネ
ェ
石
灰
，
ん
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
い
や
だ
な
ア
ー
ア
ン
モ
ニ
ア
｝
追
い
出
し
て
見
せ
ま
す
よ
」

な
ん
か
、
あ
ん
な
臭
い
や
っ
と
．
　
こ
ん
な
会
話
の
後
、
間
も
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結
婚
す
る
の
は
」
　
　
　
　
　
一
く
ア
ン
モ
ニ
ア
は
泣
く
泣
く
こ

と
結
婚
し
ま
せ
ん
か
」
　
「
で
も

一
硫
酸
さ
ん
あ
ん
た
に
は
も
う
奥

．
さ
ん
が
居
り
ま
す
か
ら
」

　
「
イ
ア
あ
ん
な
奴
今
日
に
で
も

の
硫
安
家
を
去
っ
て
行
き
ま
し

た
。　
後
の
硫
酸
は
硫
酸
石
灰
と
言

う
家
族
を
作
っ
て
書
ん
だ
と
言

う
こ
と
で
す
。

　
土
は
生
き
て
い
る

　
こ
う
言
う
言
葉
が
有
り
ま

す
。　
そ
れ
は
土
の
申
で
こ
う
し
た

こ
と
が
色
々
と
行
わ
れ
て
居
る

か
ら
で
す
。
過
石
の
燐
酸
で
も

鉄
、
マ
ン
ガ
ン
、
ア
ル
ミ
ナ
等

と
超
し
よ
に
な
り
ま
す
。

　
下
肥
の
中
の
ア
ン
モ
ニ
ア
は

炭
酸
と
一
し
ょ
に
な
っ
て
居
て

炭
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
と
言
う
世
帯

を
作
っ
て
居
ま
す
。

　
尿
素
は
暖
く
て
二
日
、
寒
く

て
七
日
の
間
は
一
人
で
居
り
ま
．

す
が
、
そ
の
後
土
の
中
の
炭
酸

と
凹
し
よ
に
な
っ
て
炭
酸
ア
ン

モ
ニ
ア
に
な
り
ま
す
。

　
だ
か
ら
尿
素
は
撤
い
て
二

日
～
七
日
の
間
に
大
雨
が
有
る

と
水
に
溶
け
て
流
れ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
そ
の
後
は
硫
安
等
よ

り
永
持
ち
し
ま
す
。

　
即
ち
し
っ
か
り
し
た
世
帯
を

持
つ
ま
で
は
ふ
ら
ふ
ら
し
て
居

て
流
れ
て
し
ま
う
し
、
あ
ま
り

し
っ
か
り
し
た
世
帯
を
持
つ
と

家
の
中
に
ば
か
り
と
じ
こ
も
っ

て
し
ま
っ
て
役
に
立
ち
ま
せ

ん
。　
こ
の
調
節
を
取
っ
て
く
れ
る

の
が
土
で
す
、
だ
か
ら
土
を
改

良
し
て
肥
料
を
逃
さ
ず
、
適
当

に
作
物
に
効
け
る
様
に
す
る
為

に
雌
肥
の
増
産
、
客
土
、
深
耕

等
と
色
々
工
夫
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
有
り
、
そ
れ
と
一
し
ょ
．

に
肥
料
の
使
い
方
を
研
究
す
る

こ
と
は
、
農
業
経
営
の
無
駄
を

省
く
意
味
か
ら
も
大
変
大
切
な

こ
と
で
し
ょ
う
。

●
ヌ鵡
難
、
』

　　

@
　
　
、
廿
冒

　
詩
…

　
晩
秋
の
朝

　
　
　
　
福
野
平
野
　
皆
空

く
つ
き
り
と
空
は
青
く

澄
み
切
っ
た
　
い
い
朝
だ

い
っ
し
ら
ず
と
　
楽
し
く
な
り

独
り
丘
を
歩
る
く
嬉
し
さ

気
持
よ
い
黄
金
”

垂
れ
る
稲
穂
貝
光
る
つ
ゆ
”

今
年
も
豊
年

あ
㌧
一
歌
を
う
た
う
村
の
乙
女

快
よ
い
朝
風
は

葉
蔭
の
密
柑
を
揺
ら
し

ど
こ
迄
も
私
の
感
情
を

美
し
く
愛
撫
す
る

．
お
～
H
ク
ツ
キ
リ
と
青
い

い
い
空
1
い
い
朝

　
　
追
　
憶

斜
陽
に
鴉
な
き
て

母
ぞ
恋
し
く
な
り

呼
べ
ど
声
な
く

、
捜
せ
ど
母
は
い
ま
さ
ず

　
　
　
　
　
　
　
ほ
ほ
え
む

仏
壇
の
煙
の
中
に
微
笑
写
真
の

　
み
憶
買
こ
の
部
屋
こ
の
座
敷
の

一
つ
一
つ
に
母
の
手
あ
と
を
偲

び
つ
、

追
憶
は
切
な
く
私
を
震
わ
せ
る

や
が
て
旋
り
来
る
三
十
五
日
忌

生
々
し
く
き
し
み
つ
～
開
く
追

憶
の
扉
よ

か
つ
て
の
日
の
夕
映
が

あ
り
く
と
写
し
出
し
て
い
た

自
木
の
棺
を

多
く
の
親
戚
と
村
人
に
か
つ
ぎ

出
さ
れ
た

永
劫
へ
の
旗
立
ち
し
シ
：
ン
を

ま
ぼ
う
し
の
空
に
呆
然
”
・
と
し

て
見
て
い
た
私
H

八
十
六
年
の
尊
い
歳
月
に
た
～

ま
れ
た
ペ
ー
ジ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
皇
た
た
を

母
の
名
は
遠
く
華
か
に
瞬
を

残
し
て

今
は
こ
ん
も
り
と
土
盛
り
の
下

に静
か
に
ね
む
り
ま
す

想
え
ば
奇
し
き
又
懐
か
し

今
日
の
日
の
悩
み
1
1
”
よ
ろ
こ
び

”
一
憤
り
買
を

総
て
を
墓
前
に
訴
え
る
時

涙
頬
を
ぬ
ら
し
寂
し
さ
果
て
ず

　
　
　
　
と
も
ぴ

あ
～
夜
の
漁
火
も

遂
に
や
き
果
て
～

燃
え
上
る
二
筋
の
煙
は
人
の
世

の
悲
し
み
を
知
ら
せ

．
輝
く
一
つ
星
に
母
へ
の
慕
さ
を

切
な
く
掻
立
て
た

行
　
路

六
十
余
年
の
長
い
瞼
し
い
道

．
進
む
べ
く
与
え
ら
れ
た
一
つ
の

．
道．
行
手
は
遙
か
？
未
踏
の
高
峰
”

こ
の
道
を
守
り
遙
か
な
丘
に
辿

．
．
り
つ
く
た
め
に

　
　
　
い
ば
ら

た
と
え
荊
藪
の
路
を
踏
み
分
け

風
砂
氷
雪
の
難
と
戦
い
な
が
ら

も

一
颪
線
に
高
峰
へ
と
通
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
茨
の
道

近
く
の
丘
に
咲
く
花
は
薫
り
も

高
く

・
私
の
疲
を
乱
せ
る

た
に
ま
．
漢
谷
に
咲
く
紫
の
花
も

ユ
ラ
ユ
ラ
と
私
を
呼
ん
で
い
る

．
だ
の
に
こ
の
泥
淳
に
運
命
の
迫

害
と
卜
い

創
傷
数
十
の
惨
た
る
細
道
を

な
ぜ
に
無
理
し
て
私
は
通
る
の

か父
が
通
っ
た
こ
の
道
を

母
も
通
っ
た
こ
の
苦
し
み
を
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

再
び
私
も
味
い
つ
～
　
　
　
　
■

先
達
の
あ
と
か
ら

遙
か
な
る
丘
へ
の
試
練
の
道
を

家
族
扶
養
の
リ
ユ
ツ
ク
サ
ッ
ク

を
背
負
っ
て

黙
っ
て
汗
を
流
し
て
虚
勢
を
張

っ
て
解
る
い
て
行
く

自
分
に
与
え
ら
れ
た
こ
の
道
を

自
分
で
踏
み
し
め
て
登
っ
て
行

く
事
が

困
難
で
あ
る
事
を
意
識
し
つ
～

遙
か
な
る
下
界
を
傭
写
す
る
事

が
出
来
る
と
い
う

こ
の
希
望
と
決
意
が
私
に
鞭
う

た
せ
る

人
生
の
行
路
の
苦
し
さ
”
尊

さ
”

…
歌
…

坪
谷
中
三
年
生

　
（
和
歌
の
集
い
）
よ
り

日
向
路
の
川
と
山
と
に
囲
ま
れ

て
道
ゆ
く
パ
ス
も
遠
く
見
え
け

り
（
光
博
）

ふ
と
思
い
つ
こ
の
細
道
が
幼
き

同
友
と
通
っ
た
林
に
思
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
修
士
）

進
む
道
わ
か
ら
ぬ
ま
、
に
す
ぎ

る
月
夢
に
も
思
う
卒
業
の
日
ま

で
く
守
利
）

涼
風
が
身
に
し
み
る
こ
と
な
り
「

家
に
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季
に
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う
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β火遊びしないように気をつけ
ヒう。

よ一寸した心のゆるみから起り
　　ポンプ百より用心一つ
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◇
鈴
な
り
に
な
っ
た
柿
に
秋
の

　
夕
日
が
て
っ
て
、
鮮
か
な
色

　
を
青
空
に
浮
き
出
し
て
い

　
る
。

　
そ
こ
か
し
こ
の
農
家
か
ら
は

　
脱
穀
の
音
が
引
き
り
な
し
に

　
流
れ
て
来
る
。
台
風
な
き
年

　
の
秋
の
農
村
は
す
べ
て
が
美

　
し
く
活
き
て
い
る
。

◇
庭
先
や
畠
の
す
み
に
は
菊
が

　
白
、
黄
、
赤
と
色
と
り
ど
り

　
に
咲
き
乱
れ
酸
出
た
る
香
を

　
放
っ
て
る
。
気
品
高
い
姿
で
、

　
あ
た
か
も
文
化
日
本
を
象
徴

　
す
る
よ
う
に
。

◇
豊
穣
の
秋
を
神
に
感
謝
す
る

　
秋
祭
は
月
の
中
ば
か
ら
次
々

　
に
行
わ
れ
る
。
鎮
守
の
杜
か

　
ら
流
れ
来
る
太
鼓
の
音
や
、

　
臼
太
鼓
の
鐘
の
音
を
聞
い
て

　
は
、
老
い
も
若
き
も
、
た
だ

　
報
謝
の
気
が
胸
に
湧
き
出
る

　
だ
ろ
う
。
幼
き
日
、
親
に
手
．

　
を
引
か
れ
産
土
の
神
の
秋
祭

　
に
詣
で
た
思
い
出
は
な
つ
か

　
し
い
。

◇
幾
千
年
の
古
、
こ
の
地
を
拓

　
き
、
な
り
わ
い
を
た
て
た
遠

　
い
祖
先
が
、
心
の
よ
り
ど
ζ

　
う
と
し
て
珍
き
奉
っ
た
氏
神

　
様
へ
皆
ん
な
そ
ろ
っ
て
お
参

　
り
し
よ
う
。

　
　
神
を
祝
う

　
　
　
小
豆
の
飯
や
今
年
米
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